



An Effective Teaching Method for Cloze Reading 
in High School English Classes
OKUBA Atsunori，FUKUMOTO Hiroji
キーワード：英語学習，音読，言語学習方法　クローズ音読，レシテーション





































































　I have a twenty-year-old sister. Her name is Kyoko. One day Kyoko and her friends were talking in a 
coffee shop. They were talking cheerfully. Suddenly their cakes on the table were taken away by an old lady. 
They didn’t know what happened.
配布プリント
　I have a twenty-year-old（　　）. Her name is Kyoko. （　　） day Kyoko and her （　　） were talking 
in a （　　） shop. They were talking （　　）. Suddenly their cakes on（　　） table were taken away 









　I have a twenty-year-old sister. Her name is Kyoko. One day Kyoko and her friends were talking in a 
coffee shop. They were talking （　　）. Suddenly their cakes on the table were （　　） （　　） by an old 







　I have a twenty-year-old sister. Her name is Kyoko. One day Kyoko and her friends were talking 
（　　） a coffee shop. They were talking cheerfully. Suddenly their cakes（　　） the table were taken 






　I （have） a twenty-year-old sister. Her name（ be ） Kyoko. One day Kyoko and her friends were （talk） 
in a coffee shop. They （talk） cheerfully. Suddenly their cakes on the table （take） away by an old lady. 





















1 in many ways 様々な方法で
2 armed confl icts 武力闘争
3 break out （戦争などが）勃発する




　　Step1： MSF （h   s） people （i    ） many （w   ）. When armed （c    s） break （o    ）, MSF sends its（v   s） 
to set （ u    ） clinic nearby.
　　Step2： MSF （　　） people （　　） many （　　）. When armed （　　） break （　　）, MSF sends its
（　　） to set （　　） clinic nearby.
　　Step3： MSF （　　） people （　　） （　　） （　　）. （　　） （　　） （　　） break （　　）, MSF sends 






































　In Cambodia there was a civil war in the 1970s.  During the war, many people were killed and （多く
の学校が破壊されました）. Even now, （多くの子どもたちは学校に行くことができません）.
　（衝撃を受けた日本人の学生がいました） by this situation. “Let’s build a school for them,” they 
thought.  They （この目的のためにグループを設立しました）. However, they were just high school 
students.  What could they do?
　“Let’s （学校祭でお金を集める）,” they said.  “Please take part in this project,” they asked all the 
students. The group （カンボジアに関する記事を学校新聞に載せた）. They also showed some 


















































　I know about a wonderful hotel. It’s run by two old friends, and the prices are very reasonable. They 
offer many kinds of discounts. If you stay longer than three days, you’ll get a 10% discount. If you tell 
your friends about the hotel and they stay there, then you’ll get a 15% discount during your next stay. 
Remember this discount only applies starting with your second stay. I myself will get that discount if 
you mention that I introduced you to the hotel.
― 配布プリント ―
　I know about a wonderful hotel. It’s （　　） by two old friends, and the prices are very （　　）. They 
offer many （　　） of discounts. If you stay longer （　　） three days, you’ll get a 10% （　　）. If you 
tell your friends about the hotel and they stay there, then you’ll get a 15% discount （　　） your next 
stay. Remember this discount only （　　） starting with your second stay. I （　　） will get that discount 
（　　） you mention that I introduced you to the（　　）.
　この言語材料は，大学入試センター試験のリスニング対策問題のスクリプトを利用しているので，
英語レベル自体は高校１・２年生でも比較的容易に内容を理解できるものである。また，音声デー
タもリスニング，シャドーイング時に使用して，生徒に正確な発音の英文を聞かせた。英文内容に
ついても，英文配布時に，合わせて日本語訳も生徒に配布し理解させている。クローズリーディン
グ用の配布プリントに関しては，文章中の２文目から（　）を生徒が文の前後から比較的推測しや
すい箇所を選んで入れている。
⑺　検証結果
　生徒を50人ずつ２つのグループに分け，それぞれ授業内において手順１，手順２の音読活動を展
開し，その後に本文の定着度を測るためにクローズプリントを配布して小テストを課した。なお，
そのクローズプリントは最初に音読活動として使用したクロー
ズリーディング用とはクローズの箇所が異なっている。以下に
その小テストの再生率に関するデータを載せる。
　表１から分かるとおり，手順①で実施したほうが，手順②よ
りもその再生率で約８％高い傾向が表れた。平均的な得点率な
ので，どちらの手順に関しても再生率が高い生徒もいれば，低
い生徒もいることもあり，個人によっては必ずしもその有意性
表１ 　手順①と手順②による活動
後の本文再生の得点率の違い
手順 得点率（%）
手順１ 49
手順２ 41
奥羽充規・福元広二：英語授業における音読活動の効果的指導法について 425
が異なることももちろんある。しかしながら，結果として手順①では平均として５割近い得点率を
上げており，その数値上からはより効果的であることが分かる。これは，クローズ音読とシャドー
イングでは，両者とも音読活動ではあっても，その目的とするところが異なっているため，最終的
にどちらの活動を活動順番の終わりに持ってくるかによって最終的に達成されるものが異なったた
めであろうと推測する。音読の最中に，視覚による刺激でクローズを埋める作業を同時並行に行い，
暗記を促すクローズ音読に比べ，シャドーイングは聴覚を通した即応的性質が高く，どうしてもそ
の活動自体への適応で終始してしまう傾向がある。やはり，生徒が意識するしないに関わらず，音
読の最終目的地をはっきりさせて活動を展開させておくことが，それぞれの授業者の目的にあった
結果につながるということである。
　しかしながら，ここで数値として表れているものは短期的な効果に関するものであるので，その
点には留意しておかなくてはならない。というのも，実際授業展開という点においては，手順②は
非常に展開がスムーズであったといえるのである。手順１，２ともにシャドーイング又はクローズ
リーディングに至る直前にリード・アンド・ルックアップがあるのであるが，この活動は比較的負
荷が小さい初期の暗誦活動である。その後にクローズリーディングを行うとその流れが生徒には明
確であり，活動間の繋がりという点においては手順２のほうが理にかなっている。また，シャドー
イングは基本的に耳を通して脳が認知した英文を即興で再生するものであるので，リード・アンド・
ルックアップやクローズリーディングとは性質の異なるところがある。したがって，ここでは２回
連続して種類の異なる負荷の高い活動が続くことになり，生徒への負担が増加するのである。この
ように，数値上の結果には表れない面が存在していることもあり，この８％数値の差をどのように
解釈するかに関しては議論の余地があるであろう。
５．おわりに
　本論文では，クローズ音読の実践方法として２つの手順を紹介し，その効果についての検証を行っ
た。クローズ音読については，教育現場においてすでにそれを使用した音読実践は行われており，
その例も紹介されているが，その手順や活動の順序についての具体的な検証はあまりなされていな
い。今回の論文はそれに対する１つの試みである。手順１では，８つの音読活動に関する手順のう
ち，７番目にシャドーイング，８番目にクローズリーディングを実施，手順２では，逆に７番目に
クローズリーディング，８番目にシャドーイングを実施した。その後，本文定着率を図る小テスト
（クローズテスト）を実施したところ，結果として手順１のほうが８％高い結果となった。これに
より，手順１のほうが効果があるようである。しかしながら，ここで示された結果はあくまで短期
的な結果であり，長期的なものではない。授業の中での活動の繋がりや生徒の積極性という点を考
慮にいれるとこの８％の差に関しては賛否が分かれるであろう。今後の複数回の実施をともなった
検証と長期間的な検証が待たれるところである。しかしながら，音読活動の中でのクローズ音読に
いたるまでの活動やその順序に関して，あくまで二択ながらどちらがより効果があるのかについて
示すことができたことは，今後の音読研究や音読指導研究にとって有意義なことであったに違いな
い。
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